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海外経験を有する教員

氏名（本名） 備考 ポジション 職務内容 海外滞在年数

吉川 泰弘 西独ギーセン大学ウイルス研究所（S52.6～S54.12） 厚生技官、フンボルド国
費留学生

学部学生、大学院生の教育・研究指導 約2.5年

菅又 昌実 米国国立衛生研究所篤志研究員（S63.7～H1.6）、同滞在研究
員（H1.7～H2.7）

篤志研究員、滞在研究員 学部学生、大学院生、若手研究者の教
育・研究指導

約2年

榑林 陽一 Bayer plc.(London, UK) Stoke Court
Research(London),Senior Scientist（H2.10～H4.3）

首席研究員 若手研究員への研究指導、創薬開発に関
する指導

約1.5年、帰国後も
コーディネーターと

して交流

俵 修一 米国カリフォルニア大学アーバイン校医学部客員研究員
（H6.10～H7.9）
アステラス米国研究所（H23.4～H25.9）

客員研究員、社長（海外
研究担当）、研究所長

若手研究員への実験、研究指導、アステ
ラス米国研究所の海外研究担当や研究所
長として、部下を指導

約３.５年

尾﨑 博 米国ネバダ州立大学医学部客員教授（H1.10～H3.9） 客員教授 学部学生、大学院生、若手研究者の教
育・研究指導

約２年

水野 理介 ニューヨーク医科大学ポストドクトールフェロー（H7.7～
H9.4）

ポスドク 学部学生、大学院生の教育・研究指導 約２年

柴原 壽行 国際貢献：中華人民共和国青海省畜牧技術科学院の招聘によ
る同学院訪問及び講演（2011）、広東省医学実験動物セン
ター並びに省内諸実験動物施設からの要請による実験動物技
術指導（2001）、日本実験動物学会海外派遣専門調査員とし
てスリランカ・ミャンマー・タイ・ラオス４カ国の視察・調
査（2000）、国際協力事業団(JICA)短期専門家として第三国
研修講師としてザンビア大学に出張し、講義・実習を担当
（2000）、国動協派遣の文部省短期専門家として「米国にお
ける実験動物の寄生虫汚染の実態と駆除対策に関する調査に
従事（1999）、WHOの要請を受け短期専門家としてラオス国立
疫学研究所のラボ立ち上げを指導（1992）

JICA短期専門家 実験動物学、熱帯性家畜寄生虫病の講義
および技術指導等

*1992-2011にかけ
て、海外の獣医師お
よび医師を対象に講
義および技術指導を
行っている経験

江藤 真澄 米国バージニア大学（H10.4～H18.1最終准教授）、米国トマ
スジェファソン大学（H18.2～現在テニュア）

テニュア准教授 医学部生に対する医学生物学、細胞情報
伝達学、グラント作成ワークショップ科
目等の担当、トマスジェファソン大学医
学部カリキュラム委員として、米国医学
部生の教育、研究指導

約19年

九郎丸 正道 加国ゲルフ大学獣医学部客員研究員（S63.4～H1.4）、米国南
イリノイ大学医学部客員研究員（H1.4～H1.9）

客員研究員 学部学生、大学院生の教育・研究指導 約1.5年

西木 禎一 米国デューク大学医学センター研究員（H11.8～H14.7）、米
国デューク大学医学センター上級研究員（H14.8～H17.10）、

研究員、上級研究員 学部学生、大学院生の教育・研究指導 約6年

邊見 弘明 米国ロックフェラー大学ポストドクトルフェロー（H16.4～
H18.3）、米国ロックフェラー大学ポストドクトルアソシエイ
ト（H18.4～H19.1）

ポスドク、ポストドクト
ルアソシエイト

学部学生、大学院生の教育・研究指導 約3年

栁井 德磨 アルゼンチンラプラタ大学JICA短期専門家（H5.2～H5.3）、
中国実験動物学JICA短期専門家（H8.5～H8.6）、米国ハー
バード大学医学部客員准教授（H9.7～H11.7）、米国ブラウン
大学客員研究員（H11.1～H13.1）

客員教授、客員研究員、
アジア保全医学会理事
長、

獣医病理学、実験動物学に関する研究・
技術指導、学部学生、大学院生の教育・
研究指導

約3年

門平 睦代 米国エルマイラ大学卒業（S60.6）、米国カリフォルニア大学
修士課程修了（S61.9）、加国ゲルフ大学博士課程修了
（H6.11）、FAO（国際連合食糧農業機関）専門家（S62.4～
H2.7）、JICA（国際協力機構）専門家（H7.4～H11.5）

アメリカの大学学部卒
業、修士修了、カナダで
博士修了

ザンビア大学にて獣医疫学の講義を担
当。

約10年

伊豆 弥生 米国南フロリダ大学医学部博士研究員（H20.7～H22.4）、米
国ペンシルバニア州立ハーシーSミルトン大学医学部博士研究
員（H22.5～H25.3）、米国南フロリダ大学医学部研究員
（H25.4～H26.4）

ポスドク、シニア研究員 学部学生、大学院生の教育・研究指導 約6年

片山 圭一 米国シンシナティ小児病院医療センター研究員（H21.7～
H25.2）、

研究員 学部学生、大学院生の教育・研究指導 約3.5年

北村 真一 韓国国立麗水大学校招聘教授（H15.9～H18.8） 招聘教授 Ecology of Aquatic Pathogens、
Experimental Analysis、Gene
Technology、Medical Application of
Molecular Biology、Clinical
Biochemistry、Diagnosis of Aquatic
Animal Diseaseを担当

約3年

竹谷 浩介 加国カルガリー大学医学部博士研究員（H17.11～H22.3） ポスドク研究員 学部学生、大学院生の教育・研究指導 約4.5年

渡辺 俊平 オーストラリア連邦科学産業研究機構（CSIRO)客員研究員
（H26.8～H28.7）

客員研究員 学部学生、大学院生の教育・研究指導 約2年

依田 成玄 米国ダナファーバーがん研究所（H20.6～H29.1） 研究員 学部学生、大学院生の教育・研究指導 約8.5年
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海外経験を有する教員

氏名（本名） 備考 ポジション 職務内容 海外滞在年数

中嶋 幸生 米国フロリダ大学獣医学部臨床医訪問プログラム
（H19.12）、米国バーバラ・アン・カルノマスがん研究セン
ター博士研究員（H25.4～H28.12）、米国ミシガン小動物外科
医療センター訪問研修医（H25.7～H28.12）

ポスドク研究員 学部学生、大学院生の教育・研究指導、
手術補助

約3.5年

三井　一鬼 米国パデュー大学修士課程修了（H20.12） 博士課程在籍、ティーチ
ングアシスタント

病理研修医兼大学院生（TA）として学部
生指導3年、インディアナ州動物疾病診
断検査所（病理解剖及び組織病理検査3
年）

約3年

向田 昌司 米国アイオア大学医学部博士研究員（H24.4～現在） ポスドク研究員 学部学生、大学院生の教育・研究指導 5年以上

太田 奈保美 米国カンザス州立大学獣医学部修士課程修了（H25.12）、米
国カンザス州立大学獣医学部博士課程（H25.1～H26.5）、米
国テキサスA＆M大学獣医生命学部博士課程（H26.6～現在）

修士課程在籍、博士課程
在籍

学部学生、大学院生の教育・研究指導 5年以上

小林　正人 米国テキサス大学サウスウェスタンメディカルセンタージュ
ニアリサーチャー（H27.7-H28.3)、博士研究員（H28.4-現
在）

博士研究員 学部学生、大学院生の教育・研究指導 ２年以上
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１年生・第１クオーター
「生命科学実習」と「動物関連キャリア概論」【現場体験学習】の、班分け動静について

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

１班 14 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

２班 18 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

３班 17 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

４班 18 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

５班 12 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

６班 19 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

７班 17 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

８班 18 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

９班 8 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

１０班 9 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

１１班 7 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

１２班 10 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

１３班 17 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

１４班 16 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

※注意１： 表内の各セルは、３限目（13：15～14：45）・４限目（15：00～16：30）・５限目（16：45～18：15）の時間帯

※注意２： は、生命科学実習

※注意３： ★印 は、「動物関連キャリア概論」の講義・・・２限目（10：55～12：25）

※注意４： は、「動物関連キャリア概論」の現場体験学習

第８週第４週

学部共通
第３グループ

学部共通
第１グループ

第３週 第５週 第６週 第７週第２週

学部共通
第２グループ

67

67

66

第１週
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獣医公衆衛生学実習（教員配置）

【担当教員】

１組 ２組

１組 学生
数 ２組 学生

数
備
考

4

5

6

7

8

9

10

12

13

15

17

23

佐野　芳

合計
70 70

140

22．23．学外見学３：愛媛県、岡山県などのと畜場、食肉加工場を訪問し、搬入された動物のと畜、解体、食肉加工工程を理解すると共
に衛生管理、食肉検査などについて学ぶ。
【愛媛県・岡山県のと畜場及び食肉衛生検査センター】　⇒　右表C欄参照
（１）JAえひめアイパックス（と畜場、食肉加工場、検査センター）24名訪問。
　①説明（１コマ・９０分）：と畜場及び食肉衛生検査センター職員の方から、と畜場、食肉加工場の紹介、衛生管理、獣医師の役割等
の説明を受ける。（１コマ・９０分）
　②所内見学・質疑応答（１コマ・９０分）：３グループに分かれ解体、加工、検査をローテーションで訪問・質疑応答。
（２）岡山県営食肉地方卸売市場（朝から移動；移動に２時間以上）４６名訪問。
　①説明（１コマ・９０分）と畜場及び食肉衛生検査センター職員の方から、と畜場、食肉加工場の紹介、衛生管理、獣医師の役割等
の説明を受ける。（１コマ・９０分）
　②所内見学・質疑応答（１コマ・９０分）：３グループに分かれ、解体、加工、検査をローテーションで訪問・質疑応答。

１-５ 15 ２-５ 15
渡辺　俊平

藤井　ひかる

１-６ 16 ２-６

岡山県岡山市中
区桜橋１丁目２番
４３号

大型バ
ス

143.0
2時間
16分

依田　成玄

9

春
休
み

右
表
C
欄

15 ２-４ 15
北村　真一

岡山県営食肉地方卸
売市場

岡山市食肉衛生検査
所

703-
8285

16
作道　章一

8
火
曜
日

右
表
B
欄

20

20．21．学外見学２：これまでの公衆衛生実習で学んだことが、現場でどのようになされているか、現場ではどのような問題に取り組み、
対応しているかを理解する。愛媛県の各保健所を訪問し、学修する。
【愛媛県の各保健所】　⇒　右表B欄参照
愛媛県所管の保健所（３箇所：西条保健所・今治保健所・中予保健所）及び松山市保健所に、それぞれの施設の受け入れ人数にあ
わせて見学実習を実施。（愛媛県所管の保健所３５名・松山市保健所３５名）
①説明（１コマ・９０分）：各保健所の職員の方から、保健所の紹介、所掌事務、実務内容、獣医師の役割等の説明を受ける。
②所内見学・質疑応答（１コマ・９０分）：３グループに分かれて、食品、環境、感染症等の部署で質疑応答。（ローテーション）21

愛媛県大洲市春
賀410

マイクロ
バス

105.0
1時間
40分19 １-２ 8 ２-２ 8 黒木　俊郎

8 ２-１ 8 菅又　昌実
①JAえひめアイパッ
クス株式会社（屠畜
場）
②JAえひめアイパッ
クス株式会社（食肉
加工場）
③愛媛県食肉衛生検
査センター

795-
0046

8 ２-３ 8 吉川　泰弘

右
表
A
欄

18

18．19．学外見学１：これまでの公衆衛生実習で学んだことが、現場でどのようになされているか、現場ではどのような問題に取り組み、
対応しているかを理解する。愛媛県の保健環境研究所を訪問し、現場の取り組み、対応などについて学修する。
【愛媛県立衛生環境研究所】　⇒　右表A欄参照
①説明（１コマ・９０分）：衛生環境研究所職員の方から、衛生研究所の紹介、所掌事務、実務内容、獣医師の役割等の説明を受け
る。（講義は７０名で受講）
②所内見学・質疑応答（１コマ・９０分）：３グループに分かれて、食品、環境、感染症等の各部署で見学、ディスカッションなどを実施。
（各部署で30分のローテーション、各部署へは１グループ約23名で移動）

C

1 学校出発：10:50

2 現地到着：12:30

3 学外見学：13:00
(1)説明：13：00～14:30
(2)所内見学・質疑応答
            14:40～16:10

4 現地出発：16:20

5 学校到着：18:10

１-１

１-３

1 学校出発：10:00

2 現地到着：12:30

3 学外見学：13:00
(1)説明：13：00～14:30
(2)所内見学・質疑応答
            14:40～16:10

4 現地出発：16:20

5 学校到着：18:40

１-４

22

合計
70 70

140

◇学外見学３．屠畜場・食肉検査センター（愛媛県：JAえひめアイパックス株式会社）（岡山県：岡山県営食肉地方卸売市場）

7

第
８
週

第
７
週

月
曜
日

6
火
曜
日

16
16．流行予測－２：感受性調査。トキソプラズマ、日本脳炎、猫ひっかき病等の抗体価測定。病原体調査の実際、動物の感染症や人獣
共通感染症を予防し、発生しても流行を最小にすることは獣医師の重要な責務である。特に人獣共通感染症の確認の実際をどのよう
にして行っているのかを抗体価の測定などから学ぶ。
17．実習全体を通した総合討論。獣医公衆衛生が対象とする多岐にわたる項目を実習したことで得られる意識の変化等について総合
討論を行う。

松山市保健所
790-
0813

愛媛県松山市萱
町六丁目30-5

大型バ
ス

42.2
1時間
01分

渡辺　俊平

14
１-４ 35 ２-４ 35

藤井　ひかる

作道　章一

佐野　芳

マイクロ
バス

41.1 58分

5

第
６
週

第
３
週

月
曜
日

13．水：飲用水－化学的検査：検査機器をもちいた分析。吸光光度法・原子吸光光度法、硝酸性窒素・亜硝酸性窒素、塩素イオン・硬度
測定。上水の安全性を維持する上で化学物質の常時監視は極めて重要である。上水道法による監視対策の測定を行う。
14．水：下水道法による下水の水質基準を知る。自然水・下水ー化学的酸素要求量（COD）。下水は酸素消費量が多ければ多量の微
生物の存在を意味する。CODは代表的な下水汚染の指標であり測定を体験する。水の物理的、化学的、微生物学的検査結果の総合
討論とレポート作成。
15．流行予測－１：感受性調査　病原体調査の実際　人獣共通感染症を予防し、発生しても流行を最小にすることは獣医師の重要な責
務である。特に鳥インフルエンザや新型インフルエンザの確認の実際をどのようにして行っているのかを抗体価の測定などから学ぶ。

26分
北村　真一

１-３ 15 ２-３ 15
依田　成玄

愛媛県 中予保健
所

790-
8502

愛媛県松山市北
持田132

吉川　泰弘
愛媛県 今治保健
所

794-
8502

愛媛県今治市旭
町1-4-9

徒歩 2.67

50分

4
火
曜
日

10．水：水道法による上水の水質基準を知る。飲用水－環境調査：飲用水はなぜ飲むことが可能なのか。我が国における上水の安全
供給の仕組み、その監視体制で行っている調査の実際を学ぶ。
11．水：飲用水－理学的検査：飲用水は水道水だけではない。井戸水、雨水などの自然水を飲用に用いる上で必要な検査について学
ぶ。臭気・色度・濁度を対象とする。
12．水：飲用水－細菌学的検査。　一般細菌・大腸菌・大腸菌群。飲用水の安全性を考える上で細菌汚染は最も留意する必要がある。
特に大腸菌群の存在確認は重要である。－１：検査機器　吸光光度法・原子吸光光度法　－２：硝酸性窒素・亜硝酸性窒素　－３：塩素
イオン・硬度　上水の安全性を維持する上で化学物質の常時監視は極めて重要である。上水道法による監視対象の測定を行う。

黒木　俊郎

11 １-２ 5

菅又　昌実 愛媛県 西条保健
所

793-
0042

愛媛県西条市喜
多川796-1

マイクロ
バス

32.7

B

1 学校出発：12:45

2 現地到着：13:45

3 学外見学：14:00
(1)説明：14：00～15:30
(2)所内見学・質疑応答
   15:40～17:10

4 現地出発：17:20

5 学校到着：18:20

１-１ 15 ２-１ 15

２-２ 5

合計
70 70

140

◇学外見学２．保健所（愛媛県：西条保健所・今治保健所・中予保健所）（松山市：松山市保健所）

23
依田　成玄

3

第
５
週

第
２
週

月
曜
日

７．空気B－化学物質：硫黄酸化物。ガス検知管法の原理と対象ガスの測定。大気中には自然界においても、また人工的にも有害ガス
が含まれることがある。これを簡便に感知できる北川式ガス検知管法で実測を行う。
８．空気B－化学物質：一酸化炭素、二酸化炭素。ガス検知管法の原理と対象ガスの測定。　大気中には自然界においても、また人工
的にも有害ガスが含まれることがある。これを簡便に感知できる北川式ガス検知管法で実測を行う。
９．空気B・C－化学物質・微生物：総合討論とレポート作成。大気はいつも安全ではないことを体験した測定結果から確認し、将来必要
に応じて検査方法を選択できる能力を養う。
水：飲用水－細菌学的検査：一般細菌・大腸菌・大腸菌群。飲用水の安全性を考える上で細菌汚染は最も留意する必要がある。特に大
腸菌の存在確認は重要である。飲用水などの細菌の培養を開始する。

渡辺　俊平

４．空気A－物理学的性質：総合討論・レポート作成　上記の空気の物理学的性質を総合的に理解することは極めて重要であり、全体
の測定結果から総合討論を行い体験の意義をまとめる。
５．空気B－化学物質：ガス検知管法の原理と対象ガス　大気中には自然界においても、また人工的にも有害ガスが含まれることがあ
る。これを簡便に感知できる北川式ガス検知管法で実測を行う。
６．空気C－微生物：捕集と培養　大気中には様々な環境菌が存在する。捕集された細菌等の培養結果を判定し、種類を同定する方法
を体験する。

１-２ 23 ２-２ 23
吉川　泰弘

北村　真一

１-３ 23 ２-３

790-
0003

愛媛県松山市三
番町8-234

マイクロ
バス

43.2
1時間
02分

黒木　俊郎

大型バ
ス

時間

3

A

1 学校出発：12:45

2 現地到着：13:45

3 学外見学：14:00
(1)説明：14：00～15:30
(2)所内見学・質疑応答
   15:40～17:10

4 現地出発：17:20

5 学校到着：18:20

１-１ 24 ２-１ 24
菅又　昌実

愛媛県立衛生環
境研究所

　①食品
 
　②環境

　③感染症

担当教員 施設名 郵便番号 住所 交通 距離(km)

月・火 学外実習３

1

１．全体ガイダンス：獣医師に関連する環境規制の法体系の概要を説明する。また、獣医師は動物病院や家畜診療所など様々な場所
における望ましい環境を維持する事が求められる。そのためには環境因子について望ましい条件を実際に測定した数値に基づいて設
置しなければならない。こうしたことは室内、室外で、あるいは自然環境等においても要求されることがある。基本的な因子の測定の実
技を学ぶ。
２．環境基本法による大気汚染の環境基準の概略を知る。空気Ａ－物理学的性質：気温・湿度・気流：人や動物の生存を直接に左右す
る物理因子と基本的測定の実際を学ぶ。
温熱指数・感覚温度・不快指数・WBGT　大気や室内空気の望ましい設定は、家畜では生産性に直結する。伴侶動物においても疾病の
罹患を制御する上でも重要である。
３．空気A－物理学的性質：気圧・騒音・粉塵、家畜の生産性を考える上で騒音や粉塵の影響を知る具体的な方法を体験することは重
要である。
空気C－微生物：捕集と培養。大気中には様々な環境菌が存在する。これを捕集し、培養を開始する。

２組 月・火 月・火 月・火

2

【学外見学】
◇学外見学１．保健環境研究所（愛媛県立衛生環境研究所）

日程
1

第
４
週

第
１
週

月
曜
日

2
火
曜
日

渡辺　俊平
藤井　ひかる
作道　章一
佐野　芳

授業内容 １組 月・火 月・火 月・火

５週目 ６週目 ７週目 ８週目 春休み 菅又　昌実
黒木　俊郎
吉川　泰弘
北村　真一
依田　成玄

月・火 学外実習３

獣医学部獣医学科　１組（７０名）・２組（７０名）　合計１４０名

【実　習】 【実習計画】

２年生・第４クオーター・３～５時限 2④ １週目 ２週目 ３週目 ４週目

c-ueno
テキストボックス
3



動物衛生学実習（教員配置） 【担当教員】

【学外見学・採材】

１組 ２組 1組 学生数 ２組 学生数 郵便番号 備考

70 ＋ 70 ＝ 140

1組 学生数 ２組 学生数 郵便番号 備考

70 ＋ 70 ＝ 140

1組 学生数 ２組 学生数 郵便番号 備考

70 ＋ 70 ＝ 140

1組 学生数 ２組 学生数 郵便番号 備考

70 ＋ 70 ＝ 140

1組 学生数 ２組 学生数 郵便番号 備考

19
20
21

70 ＋ 70 ＝ 140

２-４

２-１

２-２

２-３

２-４

２-１

２-２

23

23

24

18

17

18

17

18

17

18

17

18

17

18

17

35

35

２-１

２-２

２-３

２-１

２-２

２-３

２-４

２-１

２-２

マイク
ロバス

マイク
ロバス

合計

菅又　昌実

1-４ 17
吉川　泰弘 マイク

ロバス畑　明寿

松山　秀一

新開牧場
794-
0082

愛媛県今治
市野間甲
958

マイク
ロバス

C

◇肉牛農場（新開牧場）・乳牛農場（宇佐美牧場）
日程

４０分

JAおちいまばり
まで24分

◇１・２班と３・４班、午前
と午後２つの農場をﾛｰ
ﾃｰｼｮﾝする。

(1)学校出発：9:00
(2)新開牧場：AM
   10:00～11：30(90分)
　　[学校で昼食]
(3)宇佐美牧場：
   13:30～15：00(90分)
　　[移動]
(4)学校到着：16:00

22.4
JAおちいまばり
経由菊間仙高

牧場

JAおちいまばり
まで15ｋｍ

２-３

愛媛県今治
市菊間町松
尾1188-8

愛媛県今治
市菊間町浜
1141

E

3

4

第
６
週

第
２
週

1 学校出発：12:50
2 現地到着：13:20
3 実習：
(1)JAおちいまばり菊間支店
   13:30～15:30(120分）
[移動]
(2)菊間仙高牧場
   16:00～17:00(60分)

4 現地出発：17:10
5 学校到着：18:00

1-１

1-２

35

35

17

合計

17

火
曜
日

右
表
D
欄

8

第
８
週

第
４
週

合計

佐野　芳
太田　奈保美

佐藤　周史

中村　翔

松山　秀一

菊間仙高牧
場

JAおちいま
ばり菊間支
店

799-
2305

799-
2303

3.89 １１分
佐藤　周史

1-２

宇佐美牧場
799-
1372

愛媛県西条
市吉田145

マイク
ロバス

23.3 ３３分

足立　吉數 マイク
ロバス前多　敬一郎

1-３ 18
柴原　壽行

大型
バス

引率教員 施設名 住所 交通 距離(km) 時間

大型
バス

佐野　芳
太田　奈保美

北村　真一

吉川　泰弘

2時間
11分

◇野間馬飼育施設

◇養鶏場（冨田養鶏）

◇養蜂場（山田養蜂場みつばち農園）・養殖場（南予ビージョイ）

1 学校出発：9：00
2 現地到着：12:00
3 実習：
(1)12:30～14:00(90分)
(2)14:15～15:45(90分)
４ 現地出発：15:50
５ 学校到着：19:00

1 学校出発：9：00
2 現地到着：11:30
3 実習：
(1)12:00～13:30(90分)
(2)13:45～15:15(90分)
４ 現地出発：15:30
５ 学校到着：18:00

畑　明寿

1-３ 18
中村　翔

株式会社南
予ビージョイ

798-
0087

愛媛県宇和
島市坂下津
甲381-91

143.0

日程 引率教員 施設名 住所

住所

交通 距離(km) 時間

マイク
ロバス

マイク
ロバス

1-４

5.4

17.1

時間

１３分

２９分

引率教員

合計

1-１ 18
柴原　壽行 株式会社山

田養蜂場
みつばち農
園

708-
0393

岡山県苫田
軍鏡野町市
場194

209.7
2時間
55分

菅又　昌実

1-２ 17

前多　敬一郎

181-１
北村　真一

17
佐野　芳

B
6

10

11

12

合計

日
曜
日

右
表
C
欄

10．養鶏場でえられた材料の分析、鶏卵および糞（細菌検査）、飲水・排水（水質検査）、配合飼料（カビ毒検査）、鶏舎の排
気（アンモニア濃度他）など。

11．養蜂場でえられた材料の分析。巣周辺の新鮮死骸（ダニ等の外部寄生虫）、巣周辺の残渣、蜂蜜、ロイヤルゼリー、プ
ロポリスなどは希釈後の遠心残渣の塗抹標本、細菌培養検査。

12．養殖場で得られた材料については、養殖生け簀の水質検査（顕微鏡観察を含む）、魚類の寄生虫検査（内蔵：アニサキ
ス、筋肉：クドアなど）、腸内細菌培養検査など。（共同）

７．８．グループ１：養蜂場を訪問し、ミツバチの飼育様式の特徴を学修する。巣の周辺の残渣、蜂蜜、ロイヤルゼリー、プロ
ポリス等の安全性評価に必要な材料の採取。採取材料の保管。（共同）

７．８．グループ２：養殖場を訪問し、養殖魚の飼育様式の特徴を学修する。養殖魚の飼育環境衛生管理に必要な材料の採
取法、分析法について検討し、検査に必要な材料を採取し、保管する。

1-２
太田　奈保美

1-３ 18
松山　秀一
佐藤　周史

日
曜
日

月
曜
日

火
曜
日

月
曜
日

D

1-１ 18

右
表
E
欄

月
曜
日

火
曜
日

9
９．養鶏場、養蜂場、養殖場で採取し、保管した材料の分析の準備および細菌等の増殖（２４時間）検査は、検体の培養を開
始。（共同）

北村　真一

8
1-４

◇ブタの飼育施設（菊間仙高牧場）

1

2

４．養鶏場を訪問し（移動往復１時間以内）飼育の快適性、配合飼料と栄養、衛生管理（消毒、空調など）、感染症への対応
（ワクチンプログラム）方法、インフルエンザ等の発生時の危機管理対応などの説明を受ける。

５．オープンケージによる採卵鶏の飼育場、及びウインドレス体制によるコンパートメンタリゼーションの現場を訪問し、感染
症防御体制の実践方法を理解する。

獣医学部獣医学科　1組（７０名）・２組（７０名）　合計１４０名

３年生・第２クオーター・３～５時限
【実　習】

7

1

右表
A欄

22

23

第
７
週

22．23．野間馬の衛生管理、養鶏施設の衛生管理、養蜂場、養殖場、肉牛飼育施設、乳牛飼育施設、ブタ飼育施設の衛生
管理の共通性、及び個別性について、検査データ等を考慮して総合討論・レポート作成を行う。動物衛生管理を総合的に理
解することは極めて重要であり、全体の測定結果から総合討論を行い体験の意義をまとめる。
農場HACCPやJGAPの考え方、現場の対応と課題等について議論し、レポートにまとめる。（共同）

15．家畜伝染病予防法及びOIEのリストのA，Bに分類される牛の感染症について説明する。肉牛飼育施設、乳牛飼育施設
で採取し、保管した材料の分析の準備および細菌等の増殖（２４時間）検査は、検体の培養を開始。（共同）

13．肉牛施設を訪問し、大規模飼育における疾病統御、衛生管理、動物福祉などの飼育方式の説明を受けたのち、飼育環
境検査のための採材を行う。また、JGAPや農場HACCPなどに取り組んでいる場合には、その実践について学修する。肉牛
飼育環境検査材料として、飼料、飲水、排水、堆肥（ガス及び発酵温度）などを採取、また牛肉加工ブロックを入手し表面細
菌の検査のための材料を保管する。

14．乳牛飼育牧場を訪問し、経営、衛生管理（消毒）、疾病統御（ワクチン）、飼育環境（飼料、飲水、堆肥など）、および動物
福祉の実情の説明を受ける。肉牛と同様に飼育環境材料を採取し保管する。また原乳が入手できれば乳の検査（乳脂肪、
細胞数、細菌検査）を行う。（共同）

18

13

14

15

17

16

794-
0082

愛媛県今治
市野間甲8

5

6

19．20．21．家畜伝染病予防法及びOIEリストのA，Bに分類されるブタの感染症について説明する。ブタの飼育施設を訪問
し、肥育豚、繁殖豚の予防衛生学（消毒、空気調整、衛生管理）、感染症防御（ワクチン等）、及びバイオセキュリティ体制な
どを学修する。（共同）

２．馬の主要な感染症について説明する。野間馬飼育施設を訪問（移動往復３０分）、野間馬の飼育様式の特徴を紹介す
る。展示動物・市の指定文化財である野間馬の飼育環境衛生管理の分析に必要な材料の採取。分析法について検討す
る。九州産の購入した馬肉の安全性評価方法について検討する。（共同）

３．野間馬の飼育環境で採取した材料の分析（水質、飼料：カビ毒の有無、空気等）。購入した馬肉の安全性評価（住肉胞子
虫などの観察、組織標本を含む）。（共同）

2

月
曜
日

第
１
週

第
５
週

火
曜
日

7

16．17．18．肉牛飼育場でえられた材料の分析。および（細菌検査）、飲水・排水（水質検査）、配合飼料（カビ毒検査）、牛
舎、堆肥の排気（アンモニア濃度他）など。

16．17．18．乳牛飼育場でえられた材料の分析。飼育環境因子（飼料、飲水、排水、堆肥など）及び原乳の検査（乳脂肪、細
胞数、細菌検査）を行う。（共同）

第
３
週

4

5

１　３時限目：
　　13：15～14：45
２　４時限目：
(1)15：00学校出発
(2)のまうまﾊｲﾗﾝﾄﾞ見学
(3)16:30学校到着
３　５時限目：
　　16:45～18:15

3

1-１

交通

足立　吉數
前多　敬一郎
柴原　壽行
菅又　昌実
吉川　泰弘
畑　明寿

交通

1-３

右
表
B
欄

◇１・２班と３・４班で２つ
の農場をﾛｰﾃｰｼｮﾝする。

(1)学校出発：13:15
(2)中寺農場：
   13:45～15：15(90分)
　　[移動]
(3)河原津農場：
   16:00～17：30(90分)
　　[移動]
(4)学校到着：18:15

６．鶏卵、飲水、排水、糞、飼料などの分析材料を採取し、分析用に保管する。

日程

A

足立　吉數
前多　敬一郎

中村　翔

足立　吉數

マイク
ロバス

柴原　壽行

マイク
ロバス
マイク
ロバス
マイク
ロバス

愛媛県西条
市河原津新
田48-5

のまうまハイ
ランド

施設名

住所

愛媛県今治
市中寺170-
2

日程
１．全体ガイダンス：OIEのコードに書かれているように獣医師は陸生動物の家畜、家禽、ミツバチ、水棲動物の魚介類の健
康管理の責任を持つ。家畜や家禽の飼育施設、養殖場や養蜂場など様々な場所における望ましい環境を維持するには環
境因子等について望ましい条件を設定しなければならない。現場で採材し、基本的な因子の測定の実技の概要を説明す
る。（共同）

1-２

引率教員 距離(km)

23

菅又　昌実 3.823

授業内容

日程 引率教員 施設名 住所 交通 距離(km) 時間

中村　翔
北村　真一
佐野　芳
太田　奈保美
松山　秀一
佐藤　周史

吉川　泰弘

畑　明寿
24

17

マイク
ロバス

時間

８分

施設名

冨田養鶏
中寺農場
（ｵｰﾌﾟﾝ）

距離(km)

冨田養鶏
河原津農場
（ｳｲﾝﾄﾞﾚｽ）

794-
0840

799-
1304

c-ueno
テキストボックス
4







実習協力同意書 2枚を添付した。 

 

施設名 
郵便 

番号 
住所 実習名（学科学年） 

新開牧場 794-

8582 

愛媛県今治市野間甲

958 

産業動物臨床実習（獣医学科 4年） 

獣医繁殖学実習（獣医学科 4年） 

産業動物看護実習（獣医保健看護学科 2年） 

人工授精学実習（獣医保健看護学科 4年） 
宇佐美牧場 799-

1372 

愛媛県西条市吉田

145 
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